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運用報告書（全体版） 

日本株セレクト･オープン“日本新世紀” 

日本・小型株・ファンド 

 

 
 

第40期（決算日：2019年12月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「日本・小型株・ファンド」は、

去る12月10日に第40期の決算を行いました。ここに

謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 2024年12月10日まで（2000年３月31日設定） 

運用方針 

RUSSELL/NOMURA Small Capインデックスをベ
ンチマークとし、中長期的に同指数を上回る
投資成果をめざして運用を行います。マザー
ファンドを通じて、主としてわが国の小型株
式の中から、ボトムアップアプローチにより
成長性が高いと判断される銘柄を厳選して投
資します。株式の実質組入比率は、原則とし
て高位を維持します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド受益証券を主要投資対象
とします。このほか、当ファンド
で直接投資することがあります。 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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日本・小型株・ファンド

当期の運用において主眼をおいたポイントをご説明させていただきます。

投資環境
米中貿易問題への過度な懸念が後退したこと、国内企業への過度な業績不安が後退したことなどから小型
株式市況の動きを表す代表的な指数の１つであるRUSSELL/NOMURA Small Capインデックスは上昇しま
した。

運用のポイント
株式市場では、独自の技術やノウハウを有し中長期的な成長魅力の高い銘柄への注目が継続すると考え、
こうした観点から個別企業調査・分析に基づく新規銘柄発掘や既存銘柄のフォローに注力し、銘柄の選別
を行いました。
新しい技術・サービスを創出する有望企業が増加しつつある新規公開市場に注目し、積極的な調査を実施
して新規投資企業の発掘や最新技術・サービスの情報収集に努めました。
個別銘柄選別をコアの投資戦略としつつ、マーケット全体の方向性やセクター動向などにも留意した運用
を行いました。

上記の運用を行った結果、ファンドの騰落率は、12.6％（分配金再投資ベース）の上昇となり、ベンチ
マーク（RUSSELL/NOMURA Small Capインデックス）の騰落率（11.4％）を1.2％上回りました。セク
ター内の個別銘柄判断の結果、銀行業の業種配分をアンダーウェイトとしたことや、レーザーテックや
ワークマンなどの銘柄選択がプラスに寄与しました。

運用環境の見通しおよび今後の運用方針
2019年７－９月期決算が出揃って以降、
今後の業績回復の期待感から決算発表後
に株価が上昇した銘柄が多かったという
印象を持っております。決算内容などを
精査し、今後も新規組入銘柄の発掘を継
続してまいります。なお、米中通商問題
に関する懸念など海外に起因するリスク
要因は依然存在しており、注意が必要だ
と考えております。
日本の小型株市場はいまだ非効率的で、
投資家に十分に認知されていない成長企
業は多く存在すると考えており、こうし
た成長企業への投資を継続する方針です。
また、今後も個別企業の業績動向に焦点
をあてた基本戦略である「ボトムアップ
アプローチ」を継続し、企業訪問など直
接コンタクトを積極化していく方針です。

ファンドマネージャーのコメント

株式運用部
ファンドマネージャー
日高 真一郎　　　　  高田 穣　　　　中川 雅嗣　　　東海林 潤

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 RUSSELL/NOMURA Small Cap 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

インデックス 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

36期(2017年12月11日) 20,261 1,800 20.6 588.29 16.6 97.6 － 3,461 

37期(2018年６月11日) 21,195 1,000 9.5 595.29 1.2 96.9 － 5,358 

38期(2018年12月10日) 16,668 0 △21.4 508.52 △14.6 95.8 － 4,887 

39期(2019年６月10日) 16,440 0 △ 1.4 486.58 △ 4.3 96.7 － 4,227 

40期(2019年12月10日) 17,408 1,100 12.6 542.20 11.4 98.5 － 3,672 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） RUSSELL/NOMURA Small Capインデックスは、RUSSELL/NOMURA 日本株インデックスを構成するインデックスの一つです。RUSSELL/NOMURA 

Small Capインデックスは、わが国の全金融商品取引所全上場銘柄の全時価総額（時価総額は全て安定持株控除後）の98％超をカバー

するRUSSELL/NOMURA Total Marketインデックスのうち、時価総額下位約15％の銘柄により構成されています。RUSSELL/NOMURA 日本

株インデックスは、Frank Russell Companyと野村證券株式会社が作成している株価指数で、当該指数の知的財産権およびその他一切

の権利は両社に帰属します。なお、両社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するも

のではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 RUSSELL/NOMURA Small Cap 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 インデックス 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年６月10日 16,440 － 486.58 － 96.7 － 

６月末 16,444 0.0 481.74 △ 1.0 96.9 － 

７月末 17,021 3.5 488.95 0.5 97.4 － 

８月末 16,173 △ 1.6 466.85 △ 4.1 98.4 － 

９月末 16,764 2.0 489.55 0.6 97.5 － 

10月末 17,564 6.8 519.31 6.7 97.8 － 

11月末 18,409 12.0 532.58 9.5 97.7 － 

(期  末)       

2019年12月10日 18,508 12.6 542.20 11.4 98.5 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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日本・小型株・ファンド

運用経過
第40期：2019年６月11日～2019年12月10日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 4 0 期 首 16,440円
第 4 0 期 末 17,408円
既払分配金 1,100円
騰 落 率 12.6％

（分配金再投資ベース）

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ12.6％（分配金再投資ベース）の上昇と
なりました。

基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（11.4％）を1.2％
上回りました。

ベンチマークとの差異

小型株式市況が上昇したことや組み入れを行った個別銘柄の株価
上昇が基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

組み入れを行った一部の個別銘柄の株価下落が基準価額の一時的
な下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ レーザーテック、ワークマン、日本化学工業、トーカロ、ＭＡＲＵＷＡ
下位５銘柄・・・ オープンドア、チームスピリット、リネットジャパングループ、幸楽苑ホール

ディングス、前田工繊

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

第40期：2019年６月11日～2019年12月10日

投資環境について

  国内株式市況
国内小型株式市況は上昇しました。
期首から2019年８月下旬にかけては、一
時、楽観視されていた米中通商交渉にお
いて再度先行き不透明感が台頭し、米中
貿易問題が深刻化すれば国内企業の業績
不安が高まることなどから下落しました。

９月上旬から期末にかけては、ドイツの
財政出動への期待が高まったことや、米
中貿易問題への過度な懸念が後退したこ
と、欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融緩和
政策の強化などを受けて、国内企業への
過度な業績不安が後退したことなどから、
国内小型株式市況は上昇しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  日本・小型株・ファンド
当ファンドは日本・小型株・ファンド・
マザーファンド受益証券を通じてわが国
の小型株式に投資しています。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
主としてわが国の小型株式の中から、ボ
トムアップアプローチにより成長性が高
いと判断される銘柄を厳選して投資を行
いました。
組入銘柄数は概ね90～100銘柄程度で推

移させました。目標株価への到達もしく
は接近、ファンダメンタルズの変化、新
規投資候補銘柄との相対比較等を勘案し、
適宜入れ替えを行いました。期首、期末
の比較では、半導体ウエハ研磨剤材料を
手掛ける「扶桑化学工業」、アルバイト紹
介、給与管理代行の「フルキャストホー
ルディングス」など23銘柄を新規に組み
入れました。一方、医療機器輸入商社の
「日本ライフライン」、技術系人材派遣の
「テクノプロ・ホールディングス」など
21銘柄を全株売却しました。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

  日本・小型株・ファンド
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（11.4％） 
を1.2％上回りました。

マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等のコストがマイナス要因となりました。

マザーファンド保有による要因
プラス要因
業種配分要因： 銀行業をベンチマークに対してアン

ダーウェイトとしていたことがプラス
に寄与しました。

銘柄選択要因： レーザーテック、ワークマンをベンチ
マークに対してオーバーウェイトとしていたことがプラスに寄与しました。

マイナス要因
業種配分要因： 情報・通信業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマ

イナスに影響しました。
銘柄選択要因： オープンドア、チームスピリットをベンチマークに対してオーバーウェイト

としていたことがマイナスに影響しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

（％）

2019/６/10 ～ 2019/12/10
0.0
2.0
4.0
6.0
8.0
10.0
12.0
14.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第40期
2019年６月11日～2019年12月10日

当期分配金（対基準価額比率） 1,100（5.943％）

当期の収益 78

当期の収益以外 1,021

翌期繰越分配対象額 7,407

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  日本・小型株・ファンド
日本・小型株・ファンド・マザーファン
ド受益証券を高位に組み入れる方針です。
株式の実質組入比率についても高位を維
持する方針です。

  日本・小型株・ファンド・マザー
ファンド
今後も、主としてわが国の小型株式の中
から、ボトムアップアプローチにより成
長性が高いと判断される銘柄を厳選して
投資することを基本とします。
2019年７－９月期決算が出揃って以降、
今後の業績回復の期待感から決算発表後
に株価が上昇した銘柄が多かったという
印象を持っております。決算内容などを
精査し、今後も新規組入銘柄の発掘を継
続してまいります。なお、米中通商問題
に関する懸念など海外に起因するリスク
要因は依然存在しており、注意が必要だ
と考えております。また、上場廃止基準

の見直しを含めた新興市場の制度面に関
する動きが徐々に進んでおり、動向を注
視していく所存です。
日本の小型株市場は成長力のある企業が
増加する一方、各社固有の競争力や戦略
等による銘柄間格差は拡大すると判断し、
銘柄選別を強化する方針です。今後も中
長期的な成長性などを勘案し、投資判断
を行います。また、個別銘柄選別をコア
の投資戦略としつつ、マーケット全体の
方向性やセクター動向なども注視してい
く所存です。
日本の小型株市場はいまだ非効率的で、
投資家に十分に認知されていない成長企
業は多く存在すると考えており、こうし
た成長企業への投資を継続する方針です。
また、今後も個別企業の業績動向に焦点
をあてた基本戦略である「ボトムアップ
アプローチ」を継続し、企業訪問など直
接コンタクトを積極化していく方針です。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

2019年６月11日～2019年12月10日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 138 0.814 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 64) (0.380) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 64) (0.380) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  9) (0.054) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 9  0.051  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  9) (0.051) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (  0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 147  0.866  

期中の平均基準価額は、16,957円です。

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.62％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.11％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.76％

運用管理費用（投信会社）
0.76％総経費率

1.62％

日本・小型株・ファンド
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日本・小型株・ファンド

○売買及び取引の状況 (2019年６月11日～2019年12月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本・小型株・ファンド・マザーファンド 1,459 8,633 177,200 1,049,811 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年６月11日～2019年12月10日) 

 

項 目 
当 期 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 6,347,845千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 9,054,833千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.70   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月11日～2019年12月10日) 

 

＜日本・小型株・ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,569 672 26.2 3,778 1,006 26.6 

平均保有割合 42.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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日本・小型株・ファンド

 

＜日本・小型株・ファンド・マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 5 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 2,035千円 
うち利害関係人への支払額（B） 546千円 

（B）／（A） 26.8％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 752,745 577,005 3,672,293 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年12月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本・小型株・ファンド・マザーファンド 3,672,293 93.0 

コール・ローン等、その他 277,961 7.0 

投資信託財産総額 3,950,254 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 
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日本・小型株・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,950,254,561   

 コール・ローン等 41,216,541   

 日本・小型株・ファンド・マザーファンド(評価額) 3,672,293,982   

 未収入金 236,744,038   

(B) 負債 277,436,750   

 未払収益分配金 232,089,343   

 未払解約金 13,019,725   

 未払信託報酬 32,271,799   

 未払利息 8   

 その他未払費用 55,875   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,672,817,811   

 元本 2,109,903,123   

 次期繰越損益金 1,562,914,688   

(D) 受益権総口数 2,109,903,123口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,408円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,571,287,234円 

期中追加設定元本額 18,632,054円 

期中一部解約元本額 480,016,165円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.7408円です。 

 

○損益の状況 (2019年６月11日～2019年12月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        5,260   

 受取利息 107   

 支払利息 △        5,367   

(B) 有価証券売買損益 467,311,819   

 売買益 502,005,413   

 売買損 △   34,693,594   

(C) 信託報酬等 △   32,327,707   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 434,978,852   

(E) 前期繰越損益金 △  610,462,172   

(F) 追加信託差損益金 1,970,487,351   

 (配当等相当額) (  1,426,974,914)  

 (売買損益相当額) (    543,512,437)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,795,004,031   

(H) 収益分配金 △  232,089,343   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,562,914,688   

 追加信託差損益金 1,970,487,351   

 (配当等相当額) (  1,426,983,070)  

 (売買損益相当額) (    543,504,281)  

 分配準備積立金 85,142,953   

 繰越損益金 △  492,715,616   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年６月11日～ 
2019年12月10日 

費用控除後の配当等収益額 16,559,662円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 1,477,771,735円 

分配準備積立金額 300,672,634円 

当ファンドの分配対象収益額 1,795,004,031円 

１万口当たり収益分配対象額 8,507円 

１万口当たり分配金額 1,100円 

収益分配金金額 232,089,343円 
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日本・小型株・ファンド

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 1,100円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2019年12月10日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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